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研究成果の概要（和文）：英米の演劇に登場するアフリカ系およびアフリカ系アメリカ人の登場人物、英米のアフリカ
系およびアフリカ系アメリカ人劇作家の作品、英米の演劇におけるアフリカ的要素などを精査し、その共通の特徴、あ
るいはその差異と各劇作品の主要テーマとの関連を検証する。黒人の演劇における影響の範囲は幅広く、文学を初めて
として、歴史、奴隷制度、音楽、などを調査しなければならない。

研究成果の概要（英文）：This study explores how African American characters appearing in English and Ameri
can plays are behaving themselves, how African and African American playwrights in England and the United 
States, examining their African elements in their differences and similarities.  Influences remaining in t
he plays and playwrights are deeply embedded in their theater, so they are closely examined through litera
ture, history, slavery, music from and theater develops through the course of the history from the 19th ce
ntury through the 21st century.
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１．研究開始当初の背景 

 

研究開始当初の背景としては、研究の全体

構想のため、アメリカ文化のなかの黒人文化

を歴史的に把握したうえで、黒人の演劇を奴

隷制時代から現代まで、アイラ・オールドリ

ッジの『黒人の医者』からオーガスト・ウィ

ルソンの『ラジオ・ゴルフ』に至るまで、一

つ一つの戯曲を精査して、黒人演劇が歴史的

にどのように発展し展開されてきたかを考

察して、黒人演劇としての独自の特徴を見出

すことを具体的な目的として、当初の背景を

考えた。 

 

２．研究の目的 

 

アメリカ黒人演劇の歴史上最初の五人の

作家と作品をとりあげ、ウィリアム・ウェル

ズ・ブラウン著『逃亡、あるいは自由への飛

躍』、アイラ・オールドリッジ著『黒人の医

師』」、ビクトール・セジュール著『セビリア

のユダヤ人』、ポーリーン・エリザベス・ホ

プキンズ著『変わり者サム、あるいは地下鉄

道』、ポール・ローレンス・ダンバー著『ヘ

リック――想像上の三幕喜劇』の作品邦訳と

作家研究を目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

アメリカ黒人演劇の歴史上最初の五人の

作家と作品をとりあげ、ウィリアム・ウェル

ズ・ブラウン著『逃亡、あるいは自由への飛

躍』、アイラ・オールドリッジ著『黒人の医

師』」、ビクトール・セジュール著『セビリア

のユダヤ人』、ポーリーン・エリザベス・ホ

プキンズ著『変わり者サム、あるいは地下鉄

道』、ポール・ローレンス・ダンバー著『ヘ

リック――想像上の三幕喜劇』の作品邦訳を

行い、作家研究を紀要他に発表することを方

法とした。 

 

 

 

４．研究成果 

 

アメリカ黒人の初期演劇を精査すること

に成功した。研究開始当初の背景としては、

研究の全体構想のため、アメリカ文化のなか

の黒人文化を歴史的に把握したうえで、黒人

の演劇を奴隷制時代から現代まで、アイラ・

オールドリッジの『黒人の医者』からオーガ

スト・ウィルソンの『ラジオ・ゴルフ』に至

るまで、一つ一つの戯曲を精査し翻訳して、

黒人演劇が歴史的にどのように発展し展開

されてきたかを考察して、黒人演劇としての

独自の特徴を見出すことを具体的な目的と

して、当初の背景を考えたとおり、文化の根

幹にある演劇の研究に成功したと言えよう。 

特に、アメリカ黒人演劇の歴史上最初の五

人の作家と作品をとりあげることができ、多

くの劇作家のなかで、特に 5人に絞ることが

成功した原因だったと思われる。ウィリア

ム・ウェルズ・ブラウン著『逃亡、あるいは

自由への飛躍』、アイラ・オールドリッジ著

『黒人の医師』」、ビクトール・セジュール著

『セビリアのユダヤ人』、ポーリーン・エリ

ザベス・ホプキンズ著『変わり者サム、ある

いは地下鉄道』、ポール・ローレンス・ダン

バー著『ヘリック――想像上の三幕喜劇』の

作品邦訳と作家研究を 5年にわたって継続で

きたことは大きな研究成果だった。 
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